
　
２
０
１
６
年
の
全
国
的
な
べ
と
病
の
大
発

生
以
来
、
府
県
産
地
で
は
安
定
生
産
に
向
け

た
取
り
組
み
が
模
索
さ
れ
、
ま
た
、
新
規
産

地
で
の
タ
マ
ネ
ギ
生
産
も
注
目
を
浴
び
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
作
型
別
で
の
動
向
を
見
ま
す
と
、
気
象
へ

の
不
安
が
続
く
中
で
、
在
圃ほ

期
間
の
短
い
早

生
タ
マ
ネ
ギ
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
早
生
タ
マ
ネ
ギ
の
作
柄
も
、

冬
場
の
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
く
、
抽
苔
や

分
球
が
発
生
す
る
な
ど
、
年
々
不
安
定
に
な

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
早
生
タ
マ
ネ
ギ
は
大
玉
の
青
切
り
出
荷
が

定
番
で
す
が
、
暖
冬
の
年
に
は
肥
大
し
す
ぎ

で
供
給
過
剰
と
な
り
、
市
場
価
格
が
安
定
し

な
い
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、「
安
定
し
た
晩
抽
性
を
備
え
た
玉

じ
ま
り
の
よ
い
早
生
タ
マ
ネ
ギ
」
を
目
標
に

育
成
を
行
っ
て
き
た
成
果
を
、
こ
の
た
び

「
ボ
ル
ト
」と
命
名
し
て
発
表
い
た
し
ま
す
。

近
年
の
暖
冬
で
も
対
応
で
き
る
晩
抽
性
と
、

早
生
種
と
し
て
は
皮
の
色
つ
や
に
す
ぐ
れ
た

高
品
質
性
を
生
か
し
、
安
定
生
産
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
品
種
特
性
と
栽
培

の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

発
New

表 ！

タキイ研究農場

鈴
すず

木
き

良
りょう

平
へい

玉じまりがよく草姿立性で
作りやすい晩

ばん

抽
ちゅう

早生種！

「
ボ
ル
ト
」

タマネギ

←
圃場で収穫後、風乾
をおこなっている「ボ
ルト」。早生種として
は濃色皮で、皮つき
がすぐれる。

ポイント
暖冬でも栽培しやすい高い晩抽性
玉じまり良好で、皮の色つやがよい寒さに強く、低温期の肥大性にすぐれる

中
間
地

暖

　地

マルチ

マルチ

（
8
月
末
ま
で
貯
蔵
可
能
）

■■「ボルト」適期表「ボルト」適期表
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栽
培
し
や
す
い「
ボ
ル
ト
」で
す
が
、

そ
の
特
性
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、

以
下
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

適
期
の
播
種
・
定
植
を
守
る

　
早
生
種
と
し
て
は
晩
抽
の
「
ボ
ル

ト
」
で
す
が
、
適
期
の
播
種
・
定
植

は
他
品
種
と
同
様
に
重
要
で
す
。

　
早
ど
り
を
ね
ら
っ
て
早
ま
き
・
早

植
え
す
る
と
、
生
育
が
進
み
す
ぎ
て

抽
苔
・
分
球
の
危
険
性
が
増
す
ほ
か
、

葉
枚
数
が
多
く
な
り
す
ぎ
、
か
え
っ

て
熟
期
が
遅
く
な
っ
た
り
、
過
繁
茂

に
よ
っ
て
病
害
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
逆
に
播
種
が
遅
れ
る
と
、

年
内
の
生
育
が
不
十
分
に
な
り
、
生

育
不
良
や
肥
大
不
足
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
適
期
表
を
確
認
し
、

栽
培
地
域
に
適
し
た
播
種
・
定
植
期

を
守
っ
て
栽
培
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

中
間
地
で
は
11
月
上
旬
、
暖
地
で
は

11
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
が
定
植
の
目
安

で
す
。早

春
か
ら
の
肥
効
を
高
め
る

　
定
植
後
は
速
や
か
に
活
着
さ
せ
、

早
春
か
ら
肥
効
を
高
め
る
こ
と
が
、

収
量
を
確
保
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要

で
す
。

　
基
本
は
マ
ル
チ
栽
培
で
、
元
肥
一

発
肥
料
な
ど
を
使
用
し
、
全
量
元
肥

で
施
用
し
ま
す
。
露
地
栽
培
で
は
３

分
の
２
程
度
を
元
肥
と
し
、
残
り
を

追
肥
と
し
て
施
用
し
ま
す
。

　
追
肥
は
12
月
下
旬
〜
１
月
上
旬
と
、

２
月
上
中
旬
を
目
安
に
、
２
回
程
度

施
し
ま
す
。
肥
料
の
遅
効
き
は
葉
勝

ち
に
な
り
や
す
く
、
肥
大
の
遅
れ
や

病
害
発
生
の
危
険
性
が
増
す
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。

早
め
の
病
害
防
除

　
「
ボ
ル
ト
」は
早
生
種
と
し
て
は
草

姿
が
立
性
で
、
茎
葉
は
か
た
く
し
ま

り
ま
す
。
そ
の
た
め
病
害
に
は
比
較

的
強
い
の
で
す
が
、
べ
と
病
に
対
し

て
は
、
他
の
品
種
同
様
に
早
め
の
防

除
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
特
に
生

育
期
間
の
短
い
早
生
種
は
葉
の
ダ
メ

ー
ジ
が
玉
肥
大
に
大
き
く
影
響
を
与

え
る
た
め
、
予
防
的
な
防
除
で
病
気

を
出
さ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

甲高で玉ぞろいのよい早生種
　早生種としては比較的甲高で、球
形のそろい性にすぐれます。暖地で
は４月中旬から、中間地でも４月下
旬から収穫可能です。

抽
ちゅう

苔
だい

や分球が
　少なく作りやすい
　抽苔や分球の発生が少なく、さら
に病害に対しても比較的強いため、
安心して栽培できます。また、草姿
立性で葉折れが少なく、育苗時の苗
立ちもすぐれ、栽培管理作業が行い
やすいという特長もあります。

玉じまりが良好
　「ボルト」は従来の早生タマネギと
比較して、玉じまりがすぐれている
のが大きな特長です。厚く色つやの
よい皮が玉に密着しているため、収
穫作業中や出荷時に玉が傷む心配が
少なく、安心して作業することがで
きます。

寒さに強い
　冬の寒さによる葉傷みが少なく、
低温期の肥大性にすぐれます。その
ため、基本的には暖地での栽培が適
しますが、中間地での栽培も可能で
す。

品種特性 栽培ポイント

１

２

３

「スパート」との使い分け

タマネギ特性比較

品種名 早晩性 収穫期 球形 球重
（ｇ）収量性

貯蔵性
（注）

ボルト 早生 ４月中旬～５月上旬 甲高 300 ◎ ８月末

スパート 早生 ４月中下旬～５月上旬 甲高 320 ◎ ８月末

ソニック 早生 ５月上中旬 甲高 320 ◎ ８月末

ターボ 中生 ５月下旬～６月上旬 豊円 320 12月末

ネオアース 中晩生 ６月上中旬 豊円 350 2月末～3月

ケルたま 晩生 ６月中下旬 中甲高 280 ◎ ３月末

「ボルト」栽培メモ

最適播種期
中間地 ９月上中旬（露地～マルチ）

暖　地 ９月中旬（露地～マルチ）

最適定植期
中間地 11月上旬（露地～マルチ）

暖　地 11月中旬（露地～マルチ）

施肥の目安
（10ａ当たり）

元肥：N成分で約20～25㎏ を全量、もしくは追肥する場
　　　合はその2/3を元肥とする。
追肥：全量元肥では施用せず、追肥する場合は約２回、
　　　各々N成分で約３～５㎏ 。

播種基準
本圃10ａに対し50～80㎡の苗床を準備、４～６dℓ播種。
条まきで条間８～10㎝ 、播種溝の深さは６～８㎜ 、種子
間隔は10㎜ 程度。

定植基準 畝幅120～150㎝ 、条間20～25㎝ 、株間10～12㎝ 

　「ボルト」は、「スパート」より収穫期が５
日程早く、玉のしまりがすぐれるのが特色
です。「スパート」は、より生育が旺盛で収
量性にすぐれます。両品種ともに晩抽性が
安定しており、安心して作ることができま
すし、「ボルト」の後に「スパート」を収穫す
る、というリレーも可能です。

（注）吊り貯蔵可能期間

←
「ボルト」と同じく、
晩抽性の早生種「ス
パート」。「ボルト」に
比べ収穫期が遅い代
わりに、やや大玉に
仕上がる。

収穫は晴天の日に

　早生品種は球形状が仕上がり次第、
青切りで収穫されることが多いです
が、「ボルト」の玉じまりを生かす場
合は、倒伏ぞろい約１週間後の収穫
を目安としましょう。収穫は晴天の
日をねらい、皮を圃場で乾燥させる
ことで、色つやのよく品質の高いタ
マネギに仕上げることができます。
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